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株式会社ウェザーニューズ（本社：千葉市美浜区、代表取締役社長：草開千仁）は、10 月 8 日、

2016 年の花粉シーズンにおける全国の“スギ・ヒノキ花粉”傾向を発表しました。本発表は、

花粉症に悩む方に来年の花粉の飛散傾向をお知らせすることで早めに対策をとっていただき、

少しでも花粉シーズンを快適に過ごしていただくことを目的としています。2016 年の花粉飛散

量は、今年の夏、暑い時期が短かった影響で平年（2008〜2015 年平均）より 3 割少なくなる見

込みです。2015 年に飛散量が少なかった西日本では前シーズンより増加となる予想ですが、平

年を上回るほどにはならない見込みです。ただ、風が強い日や雨の翌日は一時的に花粉の飛散

が増えることがあります。飛散量が平年より少ない予想でも油断せず、早めに対策するのがお

すすめです。ウェザーニューズの「花粉プロジェクト」には、症状が重くなる前から花粉をなる

べく体内に取り込まないことが花粉症対策に効果的とのリポートが寄せられています。例年、2

月以降は次第に花粉飛散量が増えてくるので、花粉シーズンに備えてください。	 

	 

◆来春の花粉飛散量の傾向	 

	 夏の天候と、“表年”や“裏年”などの条件を考慮

して総合的に判断すると、2016年のスギ・ヒノキ花粉

シーズンの花粉飛散量はほぼ全国的に平年（2008〜

2015年平均）より少なくなる見込みで、東日本を中心

に予想飛散量が平年の70%未満となる地域が目立ちま

す。また、平年比が90%を超える山形県や岩手県でも、

平年を上回る量の花粉が飛ぶことはない見込みです。	 

	 2015年シーズンと比べると、2015年の花粉飛散量が

少なかった西日本を中心に前年比が100%以上の地域

が多くありますが、量としては平年並〜少なめとなり

そうです。ただ、風が強い日や雨の降った翌日などに

は一時的に花粉の飛散が増えるため、油断はできませ

ん。これまでにサポーターの皆さんからいただいた症

状や対策の報告によると、症状を和らげるには花粉を
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なるべく体内に取り込まないようにする対策が有効とのことです。例年、2月以降に花粉の飛散量が次第

に増えていきますが、本格的な花粉シーズンを迎える前から対策しておくと良さそうです。	 

	 

〜2015 年の夏は日照不足と 8 月後半の低温で、雄花の生育に適さない天候〜	 

	 一般的に、前年の夏に十分な日照があり、夏らし

い暑さであるほどスギ・ヒノキ花粉の発生源となる

雄花生産量は多くなる傾向があります。よく晴れた

暑い夏ほど植物の光合成が盛んになるからです。（北

海道のシラカバ花粉も同様。）	 

2015年の夏は“短期集中型の夏”でした。8月上旬に

猛暑日が集中したものの、東日本では8月中旬以降、

オホーツク海高気圧の勢力が強まった影響で冷たい

空気が流れ込みやすくなり、8月下旬の気温は平年を

大幅に下回りました。東京では8月の最高気温が25℃に届かない日が6日あり、これは大冷夏となった1993

年以来の記録となりました。また西日本では、8月中旬は前線、下旬は台風の影響で広い範囲で天気が崩

れ、8月下旬の気温は平年を大幅に下回りました。このため、今年の夏は平年より日照が少なく、東〜西

日本を中心に雄花の生育に適した天候ではなかったと言えます。	 

	 

〜東北や東日本では花粉が少ない“裏年”、西日本は花粉が多い“表年”に〜	 

	 花粉の飛散は多い年と少ない年が交互にやってくることが多く、花粉が多く飛散する“表年”の翌年

は、飛散量が減少する“裏年”となる傾向があります。北海道や西日本は2015年に“裏年”だったため

2016年は“表年”となり、2015年より花粉の飛散量が増加する見込みです。一方、東北や東日本は2015

年が“表年”だったため、2016年は“裏年”となり、周期的にも前年より飛散量が少なくなる傾向があ

ります。ただ、近年の九州では“表年”“裏年”の飛散量の増減があまり明瞭ではなく、“表年”“裏年”

による増減より、夏の天候に大きく影響される傾向があります。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 



◆エリア別：花粉飛散予想	 

	 
エリア別の花粉飛散予想	 

左図：2016 年の予想花粉飛散量、右図：過去 8年の花粉飛散量と 2016 年の予想花粉飛散量	 

北海道	 

（※シラ

カバ花粉）	 

	 花粉の飛散量は前年の夏の天候と、“表年”“裏年”による増減傾向で決まります。2015 年

は“裏年”にあたり飛散量が非常に少なくなりましたが、2016 年は“表年”となり、前年よ

り飛散量が増える傾向となりそうです。	 

	 2015 年の夏は前年より晴れる日が多かったものの、平年と比べると日照時間は少なくなり

ました。2016 年シーズンのシラカバ花粉の飛散量は平年の 70%程度となる見込みです。ただ、

飛散数が非常に少なかった 2015 年シーズンと比べ 50%程度増加するので油断はできません。	 

	 	 

東北北部	 

	 

	 2015 年の夏は 2014 年より太平洋側のエリアほど日照があり、スギ雄花の生育が促される天

候となりました。ただ、2016 年は“裏年”となり、前年より飛散数が少ない傾向となりそう

です。	 

	 夏の天候や隔年の増減傾向から、2016 年シーズンの予想飛散量は、平年の 80～90%程度、

2015 年シーズンの 70～90%となる見込みです。飛散量は平年より少なめとなる予想ですが、

今年の春に症状が出た方は油断せずに対策をしてください。なお、東北北部で春に多く飛散

するのはスギ花粉で、ヒノキ花粉はほとんど飛散しません。	 

	 
	 



東北南部	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 2015 年の夏は 2014 年より太平洋側のエリアほど晴れて暑い日があり、スギ雄花の生育が促

される天候となりました。ただ、2016 年は“裏年”となり、前年より飛散数が少ない傾向と

なりそうです。	 

	 夏の天候や隔年の増減傾向から、2016 年シーズンの予想飛散量は、平年および 2015 年シー

ズンの 60～100%となる見込みです。飛散量は平年より少なめとなる見込みですが、今年の春

に症状が出た方は油断せずに対策をしてください。なお、東北南部で春に多く飛散するのは

スギ花粉で、ヒノキ花粉はほとんど飛散しません。	 

	 	 

関東	 

	 

	 2015 年の夏は 2013 年や 2014 年の夏と比べると南部ほど雲が広がりやすく、8 月後半以降

は平年より気温の低い時期もあり、スギ・ヒノキ雄花の生育にはやや不向きな天候となりま

した。また、2016 年は“裏年”となり、前年より飛散数が少ない傾向となりそうです。	 

	 夏の天候や隔年の増減傾向から、2016 年シーズンの予想飛散量は、平年の 40～70%、2015

年シーズンの 60～90%程度となる見込みです。シーズンを通した飛散量は多くはありません

が、風が強い日や雨の翌日は一時的に多く飛散することがあるので油断できません。例年、2

月以降は花粉の飛散量が増えていくため、油断せずに早めに対策するのがおすすめです。	 

	 	 



北陸・	 

甲信北部	 

（長野県）	 

	 

	 2015 年の夏は、2014 年と比べると新潟県や長野県を中心に晴れて暑い日もあり、スギ・ヒ

ノキ雄花の生育が促される天候となりました。なお、2016 年は“裏年”にあたり、前年より

飛散数が少ない傾向となりそうです。	 

	 夏の天候や隔年の増減傾向から、2016 年シーズンの予想飛散量は、平年の 60～90%となる

見込みです。また、2015 年シーズンと比べると新潟県や長野県では 70～80%程度、その他の

地域では 100〜110%となる見込みです。飛散量はそれほど多くならない予想ですが、風の強

い日や雨の翌日は一時的に多く飛散することがあるので油断できません。なお、例年、北陸

で春に飛散するのは主にスギ花粉で、ヒノキ花粉は少ない傾向にあります。	 

	 	 

東海・	 

甲信南部	 

（山梨県）	 

	 2015 年の夏は岐阜県や三重県を中心に晴れて暑い日もあり、2014 年の夏よりもスギ・ヒノ

キ雄花の生育が促される天候となりました。なお、2016 年は“裏年”にあたり、前年より飛

散数が少ない傾向となりそうです。三重県や岐阜県では 2015 年の飛散が少なかったため、前

年よりも多く飛散する傾向となりそうです。	 

	 夏の天候や隔年の増減傾向から、2016 年シーズンの予想飛散量は、平年の 50～80%と少な

い予想ですが、2015 年シーズンと比べると三重県では 200%、岐阜県では 150%で前年を上回る

予想になっています。静岡県・愛知県・山梨県では 2015 年比が 50〜70%と少ない予想ですが、

風が強い日や雨の翌日には一時的に多く飛散する可能性があり、油断はできません。	 

	 	 



近畿	 

	 

	 2016 年は“表年”となり、前年より飛散数が増加する傾向の年ではありますが、2015 年の

夏の日照は 2014 年より増えたものの十分ではなく、スギ・ヒノキ雄花の生育にはやや不向き

な天候となりました。	 

	 夏の天候や隔年の増減傾向から、2016 年シーズンの予想飛散量は平年の 60～90%となる予

想です。また、飛散量が少なかった 2015 年シーズンと比べると、奈良県や和歌山県では 180

～200%、その他の府県では 120～130%となる予想です。飛散量は平年よりやや少ない見込みで

すが、前シーズンを上回る予想なので、油断せずに対策をしてください。	 

	 	 

山陰	 

	 

	 2016 年は“表年”となり、前年より飛散数が増加する傾向の年ではありますが、2015 年の

夏の日照は 2014 年より増えたものの十分ではなく、スギ・ヒノキ雄花の生育にはやや不向き

な天候となりました。	 

	 夏の天候や隔年の増減傾向から、2016年シーズンの予想飛散量は平年の50～70%、2015年シ

ーズンの120〜160%となる見込みです。飛散量は平年より少ない予想ですが、前シーズンを上

回るため、油断せずに対策をしてください。	 

	 	 



山陽	 

	 2016年は“表年”となり、前年より飛散数が増加する傾向の年ではありますが、2015年は

平年より梅雨が長かったことに加え、夏は暑い晴天の日があまり続かず、スギ・ヒノキ雄花

の生育には不向きな天候となりました。	 

	 夏の天候や隔年の増減傾向から、2016 年シーズンの予想飛散量は平年の 80%程度、2015 年

シーズンの 110〜130%となる見込みです。飛散量は平年より少ない予想ですが、2014 年に比

べて今夏は日照が増えた影響で、2015 年シーズンよりはやや増加するため、油断せずに対策

をしてください。	 

	 	 

四国	 

	 

	 2016年は“表年”となり、前年より飛散数が増加する傾向の年ではありますが、2015年は

平年より梅雨が長かったことに加え、夏は暑い晴天の日があまり続かず、スギ・ヒノキ雄花

の生育には不向きな天候となりました。	 

	 夏の天候や隔年の増減傾向から、2016年シーズンの予想飛散量は平年の50〜90%、2015年シ

ーズンの150〜210%となる見込みです。飛散量は平年より少ない予想ですが、2014年に比べて

今夏は日照が増えた影響で、2015年シーズンよりは増加するため、油断せずに対策をしてく

ださい。	 

	 	 



	 

	 

	 

	 

	 

	 

九州北部	 

	 

	 九州北部では明瞭に“表年”“裏年”が現れない傾向があり、夏の天候がスギ・ヒノキ雄花

の生育状況に大きく影響すると考えられます。2015 年は平年より梅雨が長かったことに加え、

夏は暑い晴天の日があまり続かず、スギ・ヒノキ雄花の生育には不向きな天候となりました。	 

	 これらのことから、2016 年シーズンの予想飛散量は平年の 40～80%の飛散量となる見込み

です。ただ、2015 年シーズンの飛散量が非常に少なかったため、2015 年比が 200%を超える予

想の県が多くなっています。油断せずに対策をしてください。	 

	 	 

九州南部	 

	 

	 九州南部では明瞭に“表年”“裏年”が現れない傾向があり、夏の天候がスギ・ヒノキ雄花

の生育状況に大きく影響すると考えられます。2015 年は梅雨明け直後などに晴れて暑い日が

ありましたが、夏に十分な日照がなく、雄花の生育には不向きな状況となりました。	 

	 これらのことから、2016 年シーズンの予想飛散量は、鹿児島県で平年の 40%程度、宮崎県

で平年の 70%程度となる見込みです。ただ、2014 年に比べて今夏は日照が増えた影響で、2015

年の 100〜120%程度となる予想です。油断せずに対策をしてください。	 

	 	 



	 	 	 	 都道府県別 2016 年花粉飛散予想	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※平年値:2008 年〜2015 年の 8 年平均飛散量	 

エリア 都道府県 花粉飛散量 
(2015 年比：％) 

花粉飛散量 
(平年比：％) 

北海道 北海道 156% 67% 

東 北 

青森県 65% 75% 

岩手県 93% 94% 

秋田県 90% 89% 

宮城県 99% 70% 

山形県 77% 97% 

福島県 71% 59% 

関 東 

茨城県 79% 47% 

栃木県 63% 55% 

群馬県 79% 70% 

埼玉県 90% 57% 

千葉県 85% 52% 

東京都 81% 43% 

神奈川県 89% 49% 

中 部 

山梨県 54% 46% 

長野県 65% 63% 

新潟県 78% 79% 

富山県 96% 87% 

石川県 105% 74% 

福井県 109% 76% 

静岡県 57% 58% 

愛知県 71% 54% 

岐阜県 145% 76% 

三重県 199% 62% 

近 畿 

滋賀県 134% 78% 

京都府 126% 66% 

大阪府 128% 88% 

兵庫県 115% 79% 

奈良県 197% 56% 

和歌山県 184% 59% 

参考情報	 



	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

中国・四国 
 

岡山県 107% 84% 

広島県 110% 85% 

鳥取県 155% 67% 

島根県 124% 51% 

山口県 127% 88% 

徳島県 151% 86%  

香川県 153% 67% 

愛媛県 206% 53% 

高知県 182% 77% 

九 州 

福岡県 243% 82% 

佐賀県 244% 44% 

長崎県 234% 62% 

大分県 248% 78% 

熊本県 129% 66% 

宮崎県 115%  73% 

鹿児島県 101% 37% 

全 国 ̶ 124% 68% 


